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【背景】 
腎臓リハビリテーションは,心機能低下を有する透析
患者にも有効性があると報告されている 

        (上月正博、腎臓リハビリテーションより)         

                   

 
 
 

 

【目的】 

今回、左室駆出率(EF)５０％以下の患者２症例に
対し腎臓リハビリテーションを施行しEF，透析後
の心房性ナトリウム利尿ペプチド(ｈANP)及び血
圧の変化を検討したので報告する 

 

 

 

 



【研究期間・方法】 

   Ｈ２８年６月―１１月の５か月間  
 

①透析開始時からエルゴメーターを自動運動 

   １０分間施行.同時間の休息を行い,それを 

 ２セット施行.エルゴメーター施行中は除水を 

     offとしています 

②運動前後で血圧測定,運動療法開始前と１か月毎  

    に心エコーにて左室駆出率（EF）測定. 

    ３か月毎に血液検査で心房性ナトリウム利尿    

 ペプチド（hANP）採血を施行し評価, 比較した 

 



【症例1】 

 

A氏 ５９歳 女性 
 

透析歴 １９か月 
 

原疾患 糖尿病性腎症 
 

心疾患 狭心症  
 

左室駆出率 ４７％ 
 

hANP ５１.３ｐｇ/ｍｌ  
      



【結果】 

０か月 １か月後 ２か月後 ３か月後 ４か月後 ５か月後 

ＤＷ(㎏) ５４．３ ５４．０ ５４．３ ５４．３ ５４．８ ５４．８ 

Alb(mg/dl) ２．９ ２．７ ２．８ ２．８ ２．７ ２．６ 

GNRI ９２．２ ８９．２ ９１．０ ９１．０ ８９．０ ８９．０ 

EF(%) ４７ ５１ ４８ ５３ ５２ ４９ 

hANP(pg/ml) ５１．３ 
(４月) 

４１．９ ４８．９ 



【結果】 
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【結果】 
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【結果】 
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【結果】 
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【結果】 

EF４７％→４９％と増加 
 

hANP５１.３→４８.９ｐg/ｍｌと減少 
 

平均血圧 

運動前９４.７±０.７７ｍｍHｇが 
 

運動後９１.０±０.４mmHg と減少   

 



【症例2】 

B氏 ７７歳 男性  
 

透析歴 ６か月 
 

原疾患 腎硬化症 
 

心疾患 拡張型心筋症  
 

左室駆出率 ４４％ 
 

hANP ６７．８ｐｇ/ｍｌ 
     



【結果】 

０か月 １か月後 ２か月後 ３か月後 ４か月後 ５か月後 

DW(㎏) ４８．９ ４９．２ ４９．２ ４９．７ ５０．０ ５０．５ 

Alb(mg/dl) ２．８ ３．３ ２．９ ３．０ ２．８ ２．７ 

GNRI ８０ ８７ ８１ ８３ ８０ ７９ 

EF(%) ４４ ４４ ４７ ４６ ４９ ４５ 

hANP(pg/ml) ６７．８ ４２．４ 



【結果】 
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【結果】 
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【結果】 
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【結果】 
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【結果】 

EF４４％→４５％と増加 
 

ｈANP６７.８→４２.４ｐｇ/ml と改善 
 

平均血圧 

運動前８５.１±０.３５ｍｍHgが 

運動後６５.３±０.２ｍｍHgと減少 
 



【考察】 

①平均血圧の低下は,血管内皮細胞から血液内の一酸化窒素  
    が活性化され,毛細血管の抵抗が減少した結果,平均血圧  
    が低下した可能性がある 
 

②血管の拡張によって,心臓の前負荷と後負荷が減少した 
 結果,hANP の減少とEFの増加につながったものと考え 
 られた 
 

③２症例とも,平均血圧が下がりさらにDWもアップできて  
    いることから,運動療法介入によって栄養状態も改善した  
    可能性が考えられた 



【結語】 

心機能が低下した透析患者でも運動療法に
より心負荷の軽減と左室機能の改善がみら
れた. 
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